
こども・女性局2015/7/28

◆目標２◆目標２◆目標２◆目標２ 多様性と活力に富んだ持続可能な奈良県多様性と活力に富んだ持続可能な奈良県多様性と活力に富んだ持続可能な奈良県多様性と活力に富んだ持続可能な奈良県

○社会のあらゆる分野において○社会のあらゆる分野において○社会のあらゆる分野において○社会のあらゆる分野において女性の参画・登用女性の参画・登用女性の参画・登用女性の参画・登用が進むことで、意思決定の場におけるが進むことで、意思決定の場におけるが進むことで、意思決定の場におけるが進むことで、意思決定の場における選択肢が多様となり、選択肢が多様となり、選択肢が多様となり、選択肢が多様となり、

多様な価値観が実現多様な価値観が実現多様な価値観が実現多様な価値観が実現されている。されている。されている。されている。

○○○○女性の能力、視点が活かされる女性の能力、視点が活かされる女性の能力、視点が活かされる女性の能力、視点が活かされることで、新たな需要や価値が創出され、ことで、新たな需要や価値が創出され、ことで、新たな需要や価値が創出され、ことで、新たな需要や価値が創出され、地域経済が活性化地域経済が活性化地域経済が活性化地域経済が活性化している。している。している。している。

○就労環境が整い、○就労環境が整い、○就労環境が整い、○就労環境が整い、女性が希望に応じて働くこと女性が希望に応じて働くこと女性が希望に応じて働くこと女性が希望に応じて働くことができることにより、労働力人口が確保されるとともに、ができることにより、労働力人口が確保されるとともに、ができることにより、労働力人口が確保されるとともに、ができることにより、労働力人口が確保されるとともに、

晩婚化・晩産化の進行に歯止めがかかり、少子化傾向が改善され、晩婚化・晩産化の進行に歯止めがかかり、少子化傾向が改善され、晩婚化・晩産化の進行に歯止めがかかり、少子化傾向が改善され、晩婚化・晩産化の進行に歯止めがかかり、少子化傾向が改善され、社会の持続性が保たれている社会の持続性が保たれている社会の持続性が保たれている社会の持続性が保たれている。

女性の活躍の必要性について女性の活躍の必要性について女性の活躍の必要性について女性の活躍の必要性について

◆目標１◆目標１◆目標１◆目標１ 男女がともに支える暮らしやすい奈良県男女がともに支える暮らしやすい奈良県男女がともに支える暮らしやすい奈良県男女がともに支える暮らしやすい奈良県

○男女がともに就労により○男女がともに就労により○男女がともに就労により○男女がともに就労により経済的に自立経済的に自立経済的に自立経済的に自立でき、かつ、でき、かつ、でき、かつ、でき、かつ、働き方の見直し働き方の見直し働き方の見直し働き方の見直しにより長時間労働が改善により長時間労働が改善により長時間労働が改善により長時間労働が改善されされされされることで、ることで、ることで、ることで、

家族や友人との時間、余暇活動や自己啓発、地域活動のための時間が確保でき、家族や友人との時間、余暇活動や自己啓発、地域活動のための時間が確保でき、家族や友人との時間、余暇活動や自己啓発、地域活動のための時間が確保でき、家族や友人との時間、余暇活動や自己啓発、地域活動のための時間が確保でき、豊かな人生を送っている豊かな人生を送っている豊かな人生を送っている豊かな人生を送っている。。。。

○○○○男性が家事・育児・介護へ参画男性が家事・育児・介護へ参画男性が家事・育児・介護へ参画男性が家事・育児・介護へ参画することで、女性の負担が軽減され、することで、女性の負担が軽減され、することで、女性の負担が軽減され、することで、女性の負担が軽減され、女性の社会参画が促進女性の社会参画が促進女性の社会参画が促進女性の社会参画が促進されている。されている。されている。されている。

○柔軟な働き方等により○柔軟な働き方等により○柔軟な働き方等により○柔軟な働き方等により就労が継続就労が継続就労が継続就労が継続でき、また、仕事を一旦辞めても、時期・内容など希望に応じたでき、また、仕事を一旦辞めても、時期・内容など希望に応じたでき、また、仕事を一旦辞めても、時期・内容など希望に応じたでき、また、仕事を一旦辞めても、時期・内容など希望に応じた

再就職が可能再就職が可能再就職が可能再就職が可能であり、であり、であり、であり、男女ともに能力を発揮男女ともに能力を発揮男女ともに能力を発揮男女ともに能力を発揮できている。できている。できている。できている。

男女がライフステージの各段階で、多様な選択肢の中から自らの道を選択し、男女がライフステージの各段階で、多様な選択肢の中から自らの道を選択し、男女がライフステージの各段階で、多様な選択肢の中から自らの道を選択し、男女がライフステージの各段階で、多様な選択肢の中から自らの道を選択し、

さらに、女性の持つ意欲や能力、視点、価値観などが活かされることで、さらに、女性の持つ意欲や能力、視点、価値観などが活かされることで、さらに、女性の持つ意欲や能力、視点、価値観などが活かされることで、さらに、女性の持つ意欲や能力、視点、価値観などが活かされることで、

男女がともに支える暮らしやすい奈良県、多様性と活力に富んだ持続可能な奈良県男女がともに支える暮らしやすい奈良県、多様性と活力に富んだ持続可能な奈良県男女がともに支える暮らしやすい奈良県、多様性と活力に富んだ持続可能な奈良県男女がともに支える暮らしやすい奈良県、多様性と活力に富んだ持続可能な奈良県を創る。を創る。を創る。を創る。

幸せ・充実

〈 ワーク･ライフ・バランス 〉

個人・家庭個人・家庭個人・家庭個人・家庭 （（（（ プライベートプライベートプライベートプライベート ））））

活躍・貢献

〈 ダイバーシティ 〉
地域・社会（地域・社会（地域・社会（地域・社会（ パブリックパブリックパブリックパブリック ））））

持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な奈良県奈良県奈良県奈良県

＜男女がともに支える暮らしやすい奈良県＞
＜多様性と活力に富んだ奈良県＞
ｷｰﾜｰﾄﾞ

ｷｰﾜｰﾄﾞ

資料 ７

奈良県女性の活躍促進会議の報告奈良県女性の活躍促進会議の報告奈良県女性の活躍促進会議の報告奈良県女性の活躍促進会議の報告
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１１１１ 平成５２年までの推計では、平成５２年までの推計では、平成５２年までの推計では、平成５２年までの推計では、人口は約２１％減少人口は約２１％減少人口は約２１％減少人口は約２１％減少し、そのうちし、そのうちし、そのうちし、そのうち生産年齢人口が減少生産年齢人口が減少生産年齢人口が減少生産年齢人口が減少し、老年人口が増加し、老年人口が増加し、老年人口が増加し、老年人口が増加２２２２ ２０代２０代２０代２０代後半の後半の後半の後半の未婚率の全国順位は未婚率の全国順位は未婚率の全国順位は未婚率の全国順位は、、、、男性男性男性男性３位３位３位３位（７２．７％）、（７２．７％）、（７２．７％）、（７２．７％）、女性１位女性１位女性１位女性１位（６４．６％）であり、（６４．６％）であり、（６４．６％）であり、（６４．６％）であり、未婚化未婚化未婚化未婚化が顕著が顕著が顕著が顕著３３３３ 特に第１子出生時の特に第１子出生時の特に第１子出生時の特に第１子出生時の晩産化が顕著晩産化が顕著晩産化が顕著晩産化が顕著
奈良県における人口推移の状況奈良県における人口推移の状況奈良県における人口推移の状況奈良県における人口推移の状況 １１１１ 人口人口人口人口推移と将来人口推移と将来人口推移と将来人口推移と将来人口推移推移推移推移○平成２２年の奈良県人口は約１３９万３千人。その内、生産年齢人口は約８７万５千人（人口○平成２２年の奈良県人口は約１３９万３千人。その内、生産年齢人口は約８７万５千人（人口○平成２２年の奈良県人口は約１３９万３千人。その内、生産年齢人口は約８７万５千人（人口○平成２２年の奈良県人口は約１３９万３千人。その内、生産年齢人口は約８７万５千人（人口の約６割）。の約６割）。の約６割）。の約６割）。○○○○平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人になりになりになりになり（対平成２２年約２１％減）、（対平成２２年約２１％減）、（対平成２２年約２１％減）、（対平成２２年約２１％減）、その内、その内、その内、その内、生産年齢人口は約５７万２千人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約３５％減）。生産年齢人口は約５７万２千人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約３５％減）。生産年齢人口は約５７万２千人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約３５％減）。生産年齢人口は約５７万２千人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約３５％減）。

[人口推移]国勢調査（総務省統計局）[将来人口]日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計） （国立社会保障・人口問題研究所）
H52H52H52H52年年年年109109109109万万万万6666千人千人千人千人約約約約21212121％減％減％減％減H22H22H22H22年年年年139139139139万万万万3333千人千人千人千人

２２２２ ２５～２９歳及び３０～３４歳の未婚率の推移２５～２９歳及び３０～３４歳の未婚率の推移２５～２９歳及び３０～３４歳の未婚率の推移２５～２９歳及び３０～３４歳の未婚率の推移

国勢調査（総務省統計局）

○奈良県の２５○奈良県の２５○奈良県の２５○奈良県の２５～～～～３４歳の３４歳の３４歳の３４歳の未婚率は未婚率は未婚率は未婚率は、全国、全国、全国、全国の推移に比べ、男女とも急激に上昇しているの推移に比べ、男女とも急激に上昇しているの推移に比べ、男女とも急激に上昇しているの推移に比べ、男女とも急激に上昇している。。。。○奈良県の２０代後半の未婚率の全国順位は、○奈良県の２０代後半の未婚率の全国順位は、○奈良県の２０代後半の未婚率の全国順位は、○奈良県の２０代後半の未婚率の全国順位は、男性３位、女性１位男性３位、女性１位男性３位、女性１位男性３位、女性１位であり、であり、であり、であり、未婚化が顕著未婚化が顕著未婚化が顕著未婚化が顕著である。である。である。である。％ ○全国、奈良県とも晩産化がすすんでいる○全国、奈良県とも晩産化がすすんでいる○全国、奈良県とも晩産化がすすんでいる○全国、奈良県とも晩産化がすすんでいる｡｡｡｡特に第特に第特に第特に第1子子子子出生時の晩産化が著しい。出生時の晩産化が著しい。出生時の晩産化が著しい。出生時の晩産化が著しい。（（（（９割９割９割９割以上の子どもは２０～３９歳の女性から以上の子どもは２０～３９歳の女性から以上の子どもは２０～３９歳の女性から以上の子どもは２０～３９歳の女性から生まれるが、この生まれるが、この生まれるが、この生まれるが、この世代世代世代世代の女性の人数の女性の人数の女性の人数の女性の人数は急減しては急減しては急減しては急減している）。いる）。いる）。いる）。３３３３ 第１子・第２子・第３子出生時の母の年齢の推移第１子・第２子・第３子出生時の母の年齢の推移第１子・第２子・第３子出生時の母の年齢の推移第１子・第２子・第３子出生時の母の年齢の推移

人口動態統計（厚生労働省）
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１１１１ 高等学校卒業者の高等学校卒業者の高等学校卒業者の高等学校卒業者の大学等への進学率大学等への進学率大学等への進学率大学等への進学率はははは男子が全国１０位男子が全国１０位男子が全国１０位男子が全国１０位（５４．４％）、（５４．４％）、（５４．４％）、（５４．４％）、女子が全国６位女子が全国６位女子が全国６位女子が全国６位（６０．８％）と高い（６０．８％）と高い（６０．８％）と高い（６０．８％）と高い２２２２ １世帯当たり１ヶ月平均１世帯当たり１ヶ月平均１世帯当たり１ヶ月平均１世帯当たり１ヶ月平均消費支出消費支出消費支出消費支出はははは全国３位全国３位全国３位全国３位（（（（32万万万万8千円）、千円）、千円）、千円）、貯蓄残高貯蓄残高貯蓄残高貯蓄残高はははは全国２位全国２位全国２位全国２位（（（（1899万万万万1千円）と高い千円）と高い千円）と高い千円）と高い３３３３ 世帯当たり１ヶ月平均消費支出の項目別では世帯当たり１ヶ月平均消費支出の項目別では世帯当たり１ヶ月平均消費支出の項目別では世帯当たり１ヶ月平均消費支出の項目別では教育費が教育費が教育費が教育費が全国１位全国１位全国１位全国１位（（（（18,724円）、円）、円）、円）、教養娯楽費が１０位教養娯楽費が１０位教養娯楽費が１０位教養娯楽費が１０位（（（（31,186円）、円）、円）、円）、被服及び履物費が８位被服及び履物費が８位被服及び履物費が８位被服及び履物費が８位（（（（12,986円）と高い円）と高い円）と高い円）と高い
奈良県の強み奈良県の強み奈良県の強み奈良県の強み １１１１ 大学等進学率大学等進学率大学等進学率大学等進学率○平成２６年３月の高等学校卒業者の大学等への進学率は、全国平均より高い傾向に○平成２６年３月の高等学校卒業者の大学等への進学率は、全国平均より高い傾向に○平成２６年３月の高等学校卒業者の大学等への進学率は、全国平均より高い傾向に○平成２６年３月の高等学校卒業者の大学等への進学率は、全国平均より高い傾向にあり、あり、あり、あり、男子が全国１０位男子が全国１０位男子が全国１０位男子が全国１０位、女子が、女子が、女子が、女子が全国６位全国６位全国６位全国６位。。。。

H26学校基本調査（文部科学省）
6位

10位

２２２２ 消費支出額及び貯蓄額消費支出額及び貯蓄額消費支出額及び貯蓄額消費支出額及び貯蓄額○平成２１年の奈良県の１世帯当たりの１ヶ月平均○平成２１年の奈良県の１世帯当たりの１ヶ月平均○平成２１年の奈良県の１世帯当たりの１ヶ月平均○平成２１年の奈良県の１世帯当たりの１ヶ月平均消費支出は全国３位消費支出は全国３位消費支出は全国３位消費支出は全国３位。また１世帯当たりの。また１世帯当たりの。また１世帯当たりの。また１世帯当たりの貯蓄現在高は全国２位貯蓄現在高は全国２位貯蓄現在高は全国２位貯蓄現在高は全国２位であり、ともに平成元年以降全国平均を上回っている。であり、ともに平成元年以降全国平均を上回っている。であり、ともに平成元年以降全国平均を上回っている。であり、ともに平成元年以降全国平均を上回っている。

H21全国消費実態調査（総務省）
３位 ２位

３３３３ 家計関連費家計関連費家計関連費家計関連費○平成２５年の奈良県の１世帯当たり１ヶ月平均消費支出の項目別では○平成２５年の奈良県の１世帯当たり１ヶ月平均消費支出の項目別では○平成２５年の奈良県の１世帯当たり１ヶ月平均消費支出の項目別では○平成２５年の奈良県の１世帯当たり１ヶ月平均消費支出の項目別では教育費が全国１位教育費が全国１位教育費が全国１位教育費が全国１位、、、、教養娯楽費が全国１０位教養娯楽費が全国１０位教養娯楽費が全国１０位教養娯楽費が全国１０位、、、、被服及び履物費が８位被服及び履物費が８位被服及び履物費が８位被服及び履物費が８位となっている。となっている。となっている。となっている。
【教育費（例）】 授業料、教材費、補習教育（学習塾）月謝等【教養娯楽費（例）】 玩具・ｽﾎﾟｰﾂ用品等、書籍等、旅行費、語学・音楽等月謝、ｽﾎﾟｰﾂ・文化施設等入場料

H25社会生活統計指標－都道府県の指標－（総務省）
1位

8位10位
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１１１１ 女性の就業率（女性の就業率（女性の就業率（女性の就業率（２０２０２０２０～６４歳）～６４歳）～６４歳）～６４歳）は５６．５％とは５６．５％とは５６．５％とは５６．５％と全国最下位全国最下位全国最下位全国最下位（全国（全国（全国（全国６４．４％）で、特に３５～３９歳の６４．４％）で、特に３５～３９歳の６４．４％）で、特に３５～３９歳の６４．４％）で、特に３５～３９歳のM字の谷が深い字の谷が深い字の谷が深い字の谷が深い２２２２ 特に特に特に特に３５～３９歳３５～３９歳３５～３９歳３５～３９歳の女性のの女性のの女性のの女性の就職希望率が高い就職希望率が高い就職希望率が高い就職希望率が高い３３３３ 男性に比べ、男性に比べ、男性に比べ、男性に比べ、女性は非正規職員の割合が高い女性は非正規職員の割合が高い女性は非正規職員の割合が高い女性は非正規職員の割合が高い４４４４ 事業所数事業所数事業所数事業所数はははは全国４０位で全国４０位で全国４０位で全国４０位で、県内に働く場所が少ない、県内に働く場所が少ない、県内に働く場所が少ない、県内に働く場所が少ない５５５５ 県外就業率県外就業率県外就業率県外就業率はははは男性が全国１位男性が全国１位男性が全国１位男性が全国１位（３６．８％）、（３６．８％）、（３６．８％）、（３６．８％）、女性が全国２位女性が全国２位女性が全国２位女性が全国２位（２０．４％）と高い（２０．４％）と高い（２０．４％）と高い（２０．４％）と高い６６６６ 平日平均帰宅時刻平日平均帰宅時刻平日平均帰宅時刻平日平均帰宅時刻はははは男性が全国８位男性が全国８位男性が全国８位男性が全国８位（１９：４５）、（１９：４５）、（１９：４５）、（１９：４５）、女性が女性が女性が女性が全国１１位全国１１位全国１１位全国１１位（１８：００）と遅い（１８：００）と遅い（１８：００）と遅い（１８：００）と遅い

奈良県民の就業状況奈良県民の就業状況奈良県民の就業状況奈良県民の就業状況 １１１１ 年齢別就業率年齢別就業率年齢別就業率年齢別就業率○○○○ 奈良県の奈良県の奈良県の奈良県の女性女性女性女性の就業率（２０～６４歳）の就業率（２０～６４歳）の就業率（２０～６４歳）の就業率（２０～６４歳）は５６．５％とは５６．５％とは５６．５％とは５６．５％と全国最下位全国最下位全国最下位全国最下位（全国６４．４％）（全国６４．４％）（全国６４．４％）（全国６４．４％）で、特で、特で、特で、特にににに３５～３９歳の３５～３９歳の３５～３９歳の３５～３９歳のM字の谷が字の谷が字の谷が字の谷が深い。深い。深い。深い。○○○○ ２０～２４歳では、男女に大きな差はない。２０～２４歳では、男女に大きな差はない。２０～２４歳では、男女に大きな差はない。２０～２４歳では、男女に大きな差はない。
H17､22 国勢調査(総務省)

60.1 70.4 59.7 56.2 61.5 65.6 62.1 50.8 34.6 59.9 66.9 52.6 51.8 60.0 62.7 56.3 46.2 28.8 64.3 73.0 65.0 64.2 69.0 72.8 70.7 61.8 45.7 54.1 81.7 87.6 90.0 90.5 91.4 91.3 87.7 69.5 20.030.040.050.060.070.080.090.0100.0
20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64

奈良県男性奈良県男性奈良県男性奈良県男性HHHH２２２２２２２２
奈良県女性奈良県女性奈良県女性奈良県女性HHHH１７１７１７１７ 全国全国全国全国女性女性女性女性HHHH２２２２２２２２奈良県女性奈良県女性奈良県女性奈良県女性HHHH２２２２２２２２(％)

２２２２ 女性の就職希望率女性の就職希望率女性の就職希望率女性の就職希望率○２０～６４歳の女性のうち、就職希望者が就職すると、Ｍ字の谷が解消される。○２０～６４歳の女性のうち、就職希望者が就職すると、Ｍ字の谷が解消される。○２０～６４歳の女性のうち、就職希望者が就職すると、Ｍ字の谷が解消される。○２０～６４歳の女性のうち、就職希望者が就職すると、Ｍ字の谷が解消される。○特に○特に○特に○特に３５～３９歳３５～３９歳３５～３９歳３５～３９歳の女性のの女性のの女性のの女性の就職希望率が高い就職希望率が高い就職希望率が高い就職希望率が高い。。。。
H24 就業構造基本調査（総務省）0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64年齢(歳)

有業率・就職希望率有業率・就職希望率有業率・就職希望率有業率・就職希望率(奈良県・女性奈良県・女性奈良県・女性奈良県・女性20～～～～64歳歳歳歳)

有業率 就職希望率
就職希望率有業率
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45000

20 ～ 24

25 ～ 29

30 ～ 34

35 ～ 39

40 ～ 44

45 ～ 49

50 ～ 54

55 ～ 59

60 ～ 64

(人)
(歳)

奈良県奈良県奈良県奈良県・・・・女性女性女性女性
奈良県女性正規 奈良県女性非正規非正規正規

○男性に比べて○男性に比べて○男性に比べて○男性に比べて女性は非正規職員の割合が高い女性は非正規職員の割合が高い女性は非正規職員の割合が高い女性は非正規職員の割合が高い。。。。○女性は特に○女性は特に○女性は特に○女性は特に20歳代よりも歳代よりも歳代よりも歳代よりも40歳代以降の割合が高くなっている。歳代以降の割合が高くなっている。歳代以降の割合が高くなっている。歳代以降の割合が高くなっている。３３３３ 正規職員・非正規職員数正規職員・非正規職員数正規職員・非正規職員数正規職員・非正規職員数

H24 就業構造基本調査（総務省）0
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奈良県奈良県奈良県奈良県・・・・男性男性男性男性
奈良県男性正規 奈良県男性非正規

非正規正規
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４４４４ 事業所数事業所数事業所数事業所数○○○○全国４０位（全国４０位（全国４０位（全国４０位（４６，７７１事業所）。県内に働く場所が少なく、近郊大都市へ労働力が流出。４６，７７１事業所）。県内に働く場所が少なく、近郊大都市へ労働力が流出。４６，７７１事業所）。県内に働く場所が少なく、近郊大都市へ労働力が流出。４６，７７１事業所）。県内に働く場所が少なく、近郊大都市へ労働力が流出。○隣接の大阪府は４０８，７１３事業所（約８．７倍）あり、県内就労より希望の職が見つけや○隣接の大阪府は４０８，７１３事業所（約８．７倍）あり、県内就労より希望の職が見つけや○隣接の大阪府は４０８，７１３事業所（約８．７倍）あり、県内就労より希望の職が見つけや○隣接の大阪府は４０８，７１３事業所（約８．７倍）あり、県内就労より希望の職が見つけやすいと考えられる。すいと考えられる。すいと考えられる。すいと考えられる。
H24経済センサス（総務省）0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

東京都大阪府愛知県神奈川県埼玉県北海道兵庫県福岡県千葉県静岡県広島県茨城県京都府新潟県長野県岐阜県群馬県宮城県栃木県福島県岡山県三重県鹿児島県熊本県愛媛県山口県長崎県沖縄県石川県青森県山形県岩手県滋賀県大分県富山県宮崎県秋田県和歌山県香川県奈良県山梨県福井県佐賀県徳島県高知県島根県鳥取県
事業所数事業所数事業所数事業所数

40位(ヵ所)

５５５５ 県外就業率県外就業率県外就業率県外就業率○県外就業率は○県外就業率は○県外就業率は○県外就業率は女性は全国２位、男性は全国１位女性は全国２位、男性は全国１位女性は全国２位、男性は全国１位女性は全国２位、男性は全国１位の高さであり、すべての年代においての高さであり、すべての年代においての高さであり、すべての年代においての高さであり、すべての年代において全国を上回っている。全国を上回っている。全国を上回っている。全国を上回っている。
H22国勢調査（総務省）0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳
奈良県男性奈良県男性奈良県男性奈良県男性

全国女性全国女性全国女性全国女性全国男性全国男性全国男性全国男性 奈良県女性奈良県女性奈良県女性奈良県女性

６６６６ 平日平均帰宅時刻平日平均帰宅時刻平日平均帰宅時刻平日平均帰宅時刻○全国順位は○全国順位は○全国順位は○全国順位は男性８位、女性１１位男性８位、女性１１位男性８位、女性１１位男性８位、女性１１位。全国と比較して、帰宅時間は遅い。。全国と比較して、帰宅時間は遅い。。全国と比較して、帰宅時間は遅い。。全国と比較して、帰宅時間は遅い。

H23社会生活基本調査（総務省）
18時00分18時15分18時30分18時45分19時00分19時15分19時30分19時45分20時00分20時15分20時30分20時45分21時00分 東京都 千葉県 神奈川県 埼玉県 愛知県 福岡県 兵庫県 奈良県 大阪府 滋賀県 石川県 宮城県 広島県 栃木県 京都府 富山県 茨城県 三重県 香川県 福島県 沖縄県 岡山県 岩手県 群馬県 新潟県 岐阜県 秋田県 北海道 大分県 鳥取県 長崎県 静岡県 熊本県 福井県 和歌山県 山梨県 佐賀県 鹿児島県 山形県 宮崎県 長野県 徳島県 山口県 島根県 愛媛県 青森県 高知県

平日平均帰宅時間（男性）平日平均帰宅時間（男性）平日平均帰宅時間（男性）平日平均帰宅時間（男性）
8位

17時00分17時10分17時20分17時30分17時40分17時50分18時00分18時10分18時20分18時30分18時40分18時50分19時00分 東京都 宮城県 神奈川県 高知県 沖縄県 千葉県 埼玉県 京都府 福岡県 熊本県 奈良県 北海道 栃木県 兵庫県 山口県 滋賀県 茨城県 新潟県 秋田県 富山県 静岡県 福島県 香川県 長野県 島根県 長崎県 岩手県 佐賀県 愛媛県 山形県 群馬県 宮崎県 福井県 鳥取県 三重県 岡山県 鹿児島県 石川県 大阪府 青森県 大分県 山梨県 愛知県 和歌山県 広島県 岐阜県 徳島県
平日平均帰宅時間（女性）平日平均帰宅時間（女性）平日平均帰宅時間（女性）平日平均帰宅時間（女性）

11位
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１１１１ 専業主婦率専業主婦率専業主婦率専業主婦率はははは全国１位全国１位全国１位全国１位（４７．９％）と高い（４７．９％）と高い（４７．９％）と高い（４７．９％）と高い２２２２ 核家族世帯率核家族世帯率核家族世帯率核家族世帯率はははは全国１位全国１位全国１位全国１位（６４．１％）と高い（６４．１％）と高い（６４．１％）と高い（６４．１％）と高い３３３３ 働く女性の働く女性の働く女性の働く女性の約６割が第１子出産を機に退職約６割が第１子出産を機に退職約６割が第１子出産を機に退職約６割が第１子出産を機に退職４４４４ 女性の考える女性の考える女性の考える女性の考える理想の生き方理想の生き方理想の生き方理想の生き方は、は、は、は、「再就職型」が１位「再就職型」が１位「再就職型」が１位「再就職型」が１位、、、、「両立型」が２位「両立型」が２位「両立型」が２位「両立型」が２位５５５５ 女性の希望する働き方の１位は、女性の希望する働き方の１位は、女性の希望する働き方の１位は、女性の希望する働き方の１位は、｢｢｢｢パートパートパートパート・・・・アルバイトアルバイトアルバイトアルバイト｣｣｣｣のののの形態で形態で形態で形態で、、、、職種は「事務職」職種は「事務職」職種は「事務職」職種は「事務職」、、、、通勤時間は「３０分未満通勤時間は「３０分未満通勤時間は「３０分未満通勤時間は「３０分未満」。」。」。」。

奈良県の女性の状況奈良県の女性の状況奈良県の女性の状況奈良県の女性の状況 １１１１ 専業主婦率専業主婦率専業主婦率専業主婦率○専業主婦率は、○専業主婦率は、○専業主婦率は、○専業主婦率は、全国１位全国１位全国１位全国１位の４７．９％の４７．９％の４７．９％の４７．９％

H22 国勢調査（総務省）0.0

10.0
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60.0

奈良県 神奈川県 大阪府 兵庫県千葉県 埼玉県 北海道 東京都 和歌山県 福岡県宮城県 京都府 山口県 滋賀県 愛媛県 愛知県静岡県 岡山県 大分県 茨城県 広島県 沖縄県長崎県 鹿児島県 香川県 群馬県 山梨県 三重県岐阜県 栃木県 秋田県 徳島県 青森県 岩手県長野県 宮崎県 福島県 熊本県 佐賀県 新潟県島根県 高知県 富山県 石川県 山形県鳥取県 福井県
(％)
２２２２ 核家族世帯率核家族世帯率核家族世帯率核家族世帯率○奈良県の核家族世帯率は、○奈良県の核家族世帯率は、○奈良県の核家族世帯率は、○奈良県の核家族世帯率は、全国１位全国１位全国１位全国１位の６４．１％の６４．１％の６４．１％の６４．１％

H22 国勢調査（総務省）
全国 全国４７位
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10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

奈良県埼玉県沖縄県兵庫県宮崎県鹿児島県和歌山県千葉県群馬県神奈川県山口県三重県愛媛県長崎県広島県茨城県山梨県香川県滋賀県愛知県北海道岐阜県大阪府大分県長野県静岡県岡山県高知県熊本県栃木県徳島県佐賀県福岡県京都府石川県富山県青森県福島県宮城県新潟県鳥取県福井県秋田県島根県岩手県山形県東京都

(％) ３３３３ 第第第第1111子出産前後の妻の就労状況子出産前後の妻の就労状況子出産前後の妻の就労状況子出産前後の妻の就労状況○○○○第１子の妊娠時に就労している妻の割合は約６割だが、第１子が１歳になった時に第１子の妊娠時に就労している妻の割合は約６割だが、第１子が１歳になった時に第１子の妊娠時に就労している妻の割合は約６割だが、第１子が１歳になった時に第１子の妊娠時に就労している妻の割合は約６割だが、第１子が１歳になった時にはははは約約約約２割に低下し、無職が約７割となっている２割に低下し、無職が約７割となっている２割に低下し、無職が約７割となっている２割に低下し、無職が約７割となっている。。。。○すなわち○すなわち○すなわち○すなわち、、、、働く女性の約６割が働く女性の約６割が働く女性の約６割が働く女性の約６割が第１子出産を第１子出産を第１子出産を第１子出産を機に退職機に退職機に退職機に退職しているしているしているしている。。。。

H25奈良県子育て実態調査（子育て支援課）
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４４４４ 女性の考える理想の生き方女性の考える理想の生き方女性の考える理想の生き方女性の考える理想の生き方○女性の考える理想の生き方は、出産後に退職し、子育て後に再び仕事を持つ○女性の考える理想の生き方は、出産後に退職し、子育て後に再び仕事を持つ○女性の考える理想の生き方は、出産後に退職し、子育て後に再び仕事を持つ○女性の考える理想の生き方は、出産後に退職し、子育て後に再び仕事を持つ「再就職型」「再就職型」「再就職型」「再就職型」が１位が１位が１位が１位、出産後も仕事を続ける、出産後も仕事を続ける、出産後も仕事を続ける、出産後も仕事を続ける「両立型」が２位「両立型」が２位「両立型」が２位「両立型」が２位である。である。である。である。○前回調査では「両立型」が１位、「再就職型」が２位であり、順位が逆転した。○前回調査では「両立型」が１位、「再就職型」が２位であり、順位が逆転した。○前回調査では「両立型」が１位、「再就職型」が２位であり、順位が逆転した。○前回調査では「両立型」が１位、「再就職型」が２位であり、順位が逆転した。
[今回]H26女性の社会参加に関する意識調査（女性支援課） [前回]H21女性の就業等意識調査（男女共同参画課）※女性20歳～49歳で比較

再就職型 両立型
５－１５－１５－１５－１ 女性の働きたい形態女性の働きたい形態女性の働きたい形態女性の働きたい形態○働きたい形態として、○働きたい形態として、○働きたい形態として、○働きたい形態として、パート・アルバイトが１位パート・アルバイトが１位パート・アルバイトが１位パート・アルバイトが１位、正規の職員・従業員が２位。、正規の職員・従業員が２位。、正規の職員・従業員が２位。、正規の職員・従業員が２位。○○○○年齢が年齢が年齢が年齢が若い若い若い若いほど正規の職員・ほど正規の職員・ほど正規の職員・ほど正規の職員・従業員従業員従業員従業員を希望する女性が多い。を希望する女性が多い。を希望する女性が多い。を希望する女性が多い。○就学前の末子がいる女性でも２割強が正規の職員・従業員を、約６割がパート・アルバイト○就学前の末子がいる女性でも２割強が正規の職員・従業員を、約６割がパート・アルバイト○就学前の末子がいる女性でも２割強が正規の職員・従業員を、約６割がパート・アルバイト○就学前の末子がいる女性でも２割強が正規の職員・従業員を、約６割がパート・アルバイトを希望している。を希望している。を希望している。を希望している。

H26女性の社会参加に関する意識調査（女性支援課）※無職女性の就職希望者及び有職女性の転職希望者
正規の職員・従業員 パート・アルバイト

５－２５－２５－２５－２ 女性の働きたい職種女性の働きたい職種女性の働きたい職種女性の働きたい職種○働きたい職種として、全ての年齢層で○働きたい職種として、全ての年齢層で○働きたい職種として、全ての年齢層で○働きたい職種として、全ての年齢層で「事務職」「事務職」「事務職」「事務職」を希望する女性が多い。を希望する女性が多い。を希望する女性が多い。を希望する女性が多い。

H26女性の社会参加に関する意識調査（女性支援課）※無職女性の就職希望者及び有職女性の転職希望者
事務職

５－３５－３５－３５－３ 女性の希望通勤時間女性の希望通勤時間女性の希望通勤時間女性の希望通勤時間○通勤時間が３０分未満○通勤時間が３０分未満○通勤時間が３０分未満○通勤時間が３０分未満という職住近接の働き方への希望が突出している。という職住近接の働き方への希望が突出している。という職住近接の働き方への希望が突出している。という職住近接の働き方への希望が突出している。○特に３０～４０歳代、小学生以下の末子がいる女性では３０分未満の希望が多い。○特に３０～４０歳代、小学生以下の末子がいる女性では３０分未満の希望が多い。○特に３０～４０歳代、小学生以下の末子がいる女性では３０分未満の希望が多い。○特に３０～４０歳代、小学生以下の末子がいる女性では３０分未満の希望が多い。

H26女性の社会参加に関する意識調査（女性支援課）※無職女性の就職希望者及び有職女性の転職希望者
３０分未満 ３０分～１時間未満
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１１１１ 「夫は働き、妻は家庭を守るべきである」という「夫は働き、妻は家庭を守るべきである」という「夫は働き、妻は家庭を守るべきである」という「夫は働き、妻は家庭を守るべきである」という固定的固定的固定的固定的役割分担意識を役割分担意識を役割分担意識を役割分担意識をを持つ人は、を持つ人は、を持つ人は、を持つ人は、男女ともに全国より多い男女ともに全国より多い男女ともに全国より多い男女ともに全国より多い２２２２ 男女ともに男女ともに男女ともに男女ともにワーク・ライフ・バランスワーク・ライフ・バランスワーク・ライフ・バランスワーク・ライフ・バランスのとれた生活を望んでいるが、のとれた生活を望んでいるが、のとれた生活を望んでいるが、のとれた生活を望んでいるが、現実では女性は「家庭生活」現実では女性は「家庭生活」現実では女性は「家庭生活」現実では女性は「家庭生活」、、、、男性は「仕事」を男性は「仕事」を男性は「仕事」を男性は「仕事」を優先優先優先優先３３３３ 働いて働いて働いて働いていない女性が働くためにはいない女性が働くためにはいない女性が働くためにはいない女性が働くためには「子どもの看護等で休暇を取りやすい」「子どもの看護等で休暇を取りやすい」「子どもの看護等で休暇を取りやすい」「子どもの看護等で休暇を取りやすい」「短時間勤務ができる」「短時間勤務ができる」「短時間勤務ができる」「短時間勤務ができる」など時間面の融通性をなど時間面の融通性をなど時間面の融通性をなど時間面の融通性を希望希望希望希望４４４４ 文化活動の文化活動の文化活動の文化活動の行動者行動者行動者行動者率率率率は全国と比べて上回っており、特には全国と比べて上回っており、特には全国と比べて上回っており、特には全国と比べて上回っており、特に女性は率が高い女性は率が高い女性は率が高い女性は率が高い５５５５ ボランティア活動の行動者率ボランティア活動の行動者率ボランティア活動の行動者率ボランティア活動の行動者率は全国同様、は全国同様、は全国同様、は全国同様、３５～４４歳３５～４４歳３５～４４歳３５～４４歳の女性の率がの女性の率がの女性の率がの女性の率が最も高い最も高い最も高い最も高い（４１．５％）（４１．５％）（４１．５％）（４１．５％）６６６６ ボランティア・ＮＰＯボランティア・ＮＰＯボランティア・ＮＰＯボランティア・ＮＰＯにおいてにおいてにおいてにおいて女性スタッフの割合が増加女性スタッフの割合が増加女性スタッフの割合が増加女性スタッフの割合が増加傾向傾向傾向傾向７７７７ 今後行いたい地域活動の１位は、今後行いたい地域活動の１位は、今後行いたい地域活動の１位は、今後行いたい地域活動の１位は、女性は女性は女性は女性は｢｢｢｢社会福祉に関する活動」社会福祉に関する活動」社会福祉に関する活動」社会福祉に関する活動」、、、、男性は「自分の職業を通して」男性は「自分の職業を通して」男性は「自分の職業を通して」男性は「自分の職業を通して」となり、男女で異なるとなり、男女で異なるとなり、男女で異なるとなり、男女で異なる

奈良県のﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ等の状況奈良県のﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ等の状況奈良県のﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ等の状況奈良県のﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ等の状況 １１１１ 固定的な性別役割分担意識固定的な性別役割分担意識固定的な性別役割分担意識固定的な性別役割分担意識○「夫は働き、妻は家庭を○「夫は働き、妻は家庭を○「夫は働き、妻は家庭を○「夫は働き、妻は家庭を守守守守るべきである」というるべきである」というるべきである」というるべきである」という固定的固定的固定的固定的な性別な性別な性別な性別役役役役割分割分割分割分担意識担意識担意識担意識に「に「に「に「賛賛賛賛成」を成」を成」を成」を含む含む含む含む意意意意見を持つ人見を持つ人見を持つ人見を持つ人は、は、は、は、男女男女男女男女ともともともともに全国より多いに全国より多いに全国より多いに全国より多い。。。。○特に○特に○特に○特に30～～～～50歳代の男性は、全国に比べ「歳代の男性は、全国に比べ「歳代の男性は、全国に比べ「歳代の男性は、全国に比べ「賛賛賛賛成」を成」を成」を成」を含む含む含む含む意意意意見が見が見が見が10ポポポポイイイインンンント以上多い。ト以上多い。ト以上多い。ト以上多い。
[奈良県]H26女性の社会参加に関する意識調査（女性支援課） [全国]H26女性の活躍推進に関する世論調査（内閣府）

２２２２ ワーク・ライフ・バランスの希望と現実ワーク・ライフ・バランスの希望と現実ワーク・ライフ・バランスの希望と現実ワーク・ライフ・バランスの希望と現実○男女ともに○男女ともに○男女ともに○男女ともに「希望」「希望」「希望」「希望」では「仕事と家庭生では「仕事と家庭生では「仕事と家庭生では「仕事と家庭生活活活活をともにをともにをともにをともに優先優先優先優先」など」など」など」など複複複複数の数の数の数の活動活動活動活動をををを優先優先優先優先したい人のしたい人のしたい人のしたい人の割合が高く、割合が高く、割合が高く、割合が高く、ワワワワーーーークククク・・・・ラララライイイイフフフフ・バ・バ・バ・バランスランスランスランスのとれた生のとれた生のとれた生のとれた生活活活活を望んでいるを望んでいるを望んでいるを望んでいるが、が、が、が、「現「現「現「現実実実実」」」」ではではではでは女性は「家庭女性は「家庭女性は「家庭女性は「家庭生生生生活活活活」」」」、、、、男性は「仕事」男性は「仕事」男性は「仕事」男性は「仕事」というというというという単一単一単一単一のののの活動活動活動活動をををを優先優先優先優先している。している。している。している。

H26女性の社会参加に関する意識調査（女性支援課）

３３３３ 女性が働くための条件女性が働くための条件女性が働くための条件女性が働くための条件○働いていない女性が働くた○働いていない女性が働くた○働いていない女性が働くた○働いていない女性が働くためめめめには、には、には、には、「子どもの「子どもの「子どもの「子どもの看護看護看護看護・・・・授授授授業業業業参観参観参観参観等の等の等の等の際際際際にににに休暇休暇休暇休暇をををを取取取取りやすいりやすいりやすいりやすい職場であること」職場であること」職場であること」職場であること」やややや「「「「短短短短時間勤務ができる仕事があること」時間勤務ができる仕事があること」時間勤務ができる仕事があること」時間勤務ができる仕事があること」など、時間など、時間など、時間など、時間面面面面でのでのでのでの融融融融通性を希望する通性を希望する通性を希望する通性を希望する女性が多い。女性が多い。女性が多い。女性が多い。
H25奈良県子育て実態調査（子育て支援課）※複数回答、その他・無回答除く

(%)
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４４４４ 文化活動の行動者率文化活動の行動者率文化活動の行動者率文化活動の行動者率○奈良県は男女とも全国と比べてほとんどの年代で上回っているが、特に○奈良県は男女とも全国と比べてほとんどの年代で上回っているが、特に○奈良県は男女とも全国と比べてほとんどの年代で上回っているが、特に○奈良県は男女とも全国と比べてほとんどの年代で上回っているが、特に女性は男性よりも女性は男性よりも女性は男性よりも女性は男性よりも率が高い率が高い率が高い率が高い。。。。

H23社会生活基本調査（総務省）
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92.4 91.9

88.8
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95.9 96.0

93.5

90.1
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85.0
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15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳
(%)

女性女性女性女性 全国全国全国全国奈良県奈良県奈良県奈良県
91.1

89.7
88.3

86.5

81.8

90.6 90.6 90.6
89.9

83.4

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳
男性男性男性男性 奈良県奈良県奈良県奈良県全国全国全国全国【文化活動（例）】 個人の自由時間の中で行うもので、美術・音楽･ｽﾎﾟｰﾂなどの鑑賞・観覧、楽器演奏、書道・華道・絵画・陶芸等の趣味、娯楽

(%)

５５５５ ボランティア活動の行動者率ボランティア活動の行動者率ボランティア活動の行動者率ボランティア活動の行動者率○奈良県・全国ともに○奈良県・全国ともに○奈良県・全国ともに○奈良県・全国ともに３５～４４歳の女性の割合が最も高い。３５～４４歳の女性の割合が最も高い。３５～４４歳の女性の割合が最も高い。３５～４４歳の女性の割合が最も高い。
H23社会生活基本調査（総務省）
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(%) 女性女性女性女性 奈良県奈良県奈良県奈良県全国全国全国全国 18.6 17.8
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(%) 男性男性男性男性 奈良県奈良県奈良県奈良県全国全国全国全国

H21ボランティア・ＮＰＯの活動及び協働の実態調査（協働推進課）
H14ボランティア・ＮＰＯ実態調査（県民生活課）

６６６６ ボランティア・ＮＰＯにおけるスタッフの性別構成ボランティア・ＮＰＯにおけるスタッフの性別構成ボランティア・ＮＰＯにおけるスタッフの性別構成ボランティア・ＮＰＯにおけるスタッフの性別構成○○○○ボランティボランティボランティボランティア・ア・ア・ア・ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯにおいてにおいてにおいてにおいて女性女性女性女性スタッフスタッフスタッフスタッフの割合がの割合がの割合がの割合が増加増加増加増加傾向傾向傾向傾向であり、平成２１年には３１％がであり、平成２１年には３１％がであり、平成２１年には３１％がであり、平成２１年には３１％が「ほとんど女性」、１９％が「女性が多い」となり、合わ「ほとんど女性」、１９％が「女性が多い」となり、合わ「ほとんど女性」、１９％が「女性が多い」となり、合わ「ほとんど女性」、１９％が「女性が多い」となり、合わせせせせて５割をて５割をて５割をて５割を占め占め占め占める。る。る。る。女性が多い ほとんどが女性
７７７７ 今後行いたい地域活動今後行いたい地域活動今後行いたい地域活動今後行いたい地域活動○○○○今今今今後後後後行行行行いたいいたいいたいいたい地域活動地域活動地域活動地域活動は男女によりは男女によりは男女によりは男女により異異異異なっており、なっており、なっており、なっており、女性の女性の女性の女性の１１１１位は「位は「位は「位は「社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉にににに関関関関するするするする活動活動活動活動」」」」、、、、男性の１位は「男性の１位は「男性の１位は「男性の１位は「自自自自分の職業を通して」分の職業を通して」分の職業を通して」分の職業を通して」となっている。となっている。となっている。となっている。

H26女性の社会参加に関する意識調査（女性支援課）※複数回答、上位5項目
(%)
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１１１１ 県内の県内の県内の県内の管理的管理的管理的管理的職業職業職業職業従事者に占める女性割合従事者に占める女性割合従事者に占める女性割合従事者に占める女性割合は、は、は、は、全国３２位全国３２位全国３２位全国３２位（１３．４％）である（１３．４％）である（１３．４％）である（１３．４％）である１３．４％１３．４％１３．４％１３．４％）である。）である。）である。）である。２２２２ 奈良県職員の女性割合奈良県職員の女性割合奈良県職員の女性割合奈良県職員の女性割合は徐々には徐々には徐々には徐々に増加増加増加増加しているしているしているしている３３３３ 奈良県職員の管理職（課長補佐級以上）の女性割合奈良県職員の管理職（課長補佐級以上）の女性割合奈良県職員の管理職（課長補佐級以上）の女性割合奈良県職員の管理職（課長補佐級以上）の女性割合はははは９．１％９．１％９．１％９．１％に増加しているに増加しているに増加しているに増加している４４４４ 県内企業の管理職の女性割合県内企業の管理職の女性割合県内企業の管理職の女性割合県内企業の管理職の女性割合はははは２５．２％２５．２％２５．２％２５．２％であるであるであるである５５５５ 男女均等な取扱いに「特に取り組んでいない」（４９．８％）男女均等な取扱いに「特に取り組んでいない」（４９．８％）男女均等な取扱いに「特に取り組んでいない」（４９．８％）男女均等な取扱いに「特に取り組んでいない」（４９．８％）県内企業が最も多い県内企業が最も多い県内企業が最も多い県内企業が最も多い

奈良県の女性の活躍の状況奈良県の女性の活躍の状況奈良県の女性の活躍の状況奈良県の女性の活躍の状況 １１１１ 女性の女性の女性の女性の参画状況参画状況参画状況参画状況○県内の○県内の○県内の○県内の管管管管理理理理的的的的職業従事者職業従事者職業従事者職業従事者にににに占め占め占め占めるるるる女性割合女性割合女性割合女性割合は、は、は、は、全国３２位全国３２位全国３２位全国３２位（１３．４％）である。（１３．４％）である。（１３．４％）である。（１３．４％）である。○○○○自治会長自治会長自治会長自治会長にににに占め占め占め占める女性の割合は、全国８位である。る女性の割合は、全国８位である。る女性の割合は、全国８位である。る女性の割合は、全国８位である。

H27.1全国女性の参画マップ（内閣府）
女性割合（％）女性割合（％）女性割合（％）女性割合（％） 全国順位全国順位全国順位全国順位県議会議員（平成25年末現在） １３．６ ５県審議会等委員（法律又は政令により必置の審議会等） ３０．８ ２４管理的職業従事者（会社役員、管理的公務員等） １３．４ ３２県職員管理職（課長級以上）（警察・教育委員会含む） ５．８ ３０自治会長 ７．６ ８

２２２２ 奈良県職員の男女比率の推移奈良県職員の男女比率の推移奈良県職員の男女比率の推移奈良県職員の男女比率の推移○奈良県職員の○奈良県職員の○奈良県職員の○奈良県職員の女性割合女性割合女性割合女性割合はははは徐々徐々徐々徐々にににに増加増加増加増加している。している。している。している。

H26人事課調べ

３３３３ 奈良県職員の職階別女性職員数の推移奈良県職員の職階別女性職員数の推移奈良県職員の職階別女性職員数の推移奈良県職員の職階別女性職員数の推移○平成２２年と比較して、平成２６年は、○平成２２年と比較して、平成２６年は、○平成２２年と比較して、平成２６年は、○平成２２年と比較して、平成２６年は、管管管管理職（理職（理職（理職（課長補佐級課長補佐級課長補佐級課長補佐級以上）の女性割合は９．１％に以上）の女性割合は９．１％に以上）の女性割合は９．１％に以上）の女性割合は９．１％に増加増加増加増加し、女性職員数はし、女性職員数はし、女性職員数はし、女性職員数は課長補佐級課長補佐級課長補佐級課長補佐級で５人、で５人、で５人、で５人、係長級係長級係長級係長級で３３人で３３人で３３人で３３人増加増加増加増加。。。。

H26人事課調べ
(人)
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４４４４ 県内企業の管理職の状況県内企業の管理職の状況県内企業の管理職の状況県内企業の管理職の状況○○○○県内県内県内県内企企企企業の業の業の業の管管管管理職の女性割合理職の女性割合理職の女性割合理職の女性割合はははは２５．２％２５．２％２５．２％２５．２％である。である。である。である。○規○規○規○規模模模模別にみると３００人以上の規別にみると３００人以上の規別にみると３００人以上の規別にみると３００人以上の規模模模模のののの企企企企業（３０．７％）、産業別にみると業（３０．７％）、産業別にみると業（３０．７％）、産業別にみると業（３０．７％）、産業別にみるとササササーーーービスビスビスビス業業業業（４８．６％）の女性割合が高い。（４８．６％）の女性割合が高い。（４８．６％）の女性割合が高い。（４８．６％）の女性割合が高い。

H26職場環境調査（雇用労政課）
規模別調査産業別

５５５５ 男女均等な取扱いについての県内企業の取組状況男女均等な取扱いについての県内企業の取組状況男女均等な取扱いについての県内企業の取組状況男女均等な取扱いについての県内企業の取組状況○「○「○「○「特に特に特に特に取取取取りりりり組組組組んでいないんでいないんでいないんでいない（４９．８％）」（４９．８％）」（４９．８％）」（４９．８％）」企企企企業が最も多く、業が最も多く、業が最も多く、業が最も多く、次次次次いで「いで「いで「いで「企企企企業方業方業方業方針針針針等に等に等に等に定め定め定め定めていないが、ていないが、ていないが、ていないが、企企企企業のト業のト業のト業のトップップップップがががが明言明言明言明言（２７．４％）」となっている。（２７．４％）」となっている。（２７．４％）」となっている。（２７．４％）」となっている。

H26職場環境調査（雇用労政課）


